


始まってます。
議会のネット配信

特集

議会のネット配信ってなあに？

むかしむかし、あるところに、おじいさんとおばあさんが住んでいました。 
おじいさんは山へしばかりに、おばあさんは川へせんたくに行きました。

　役場の議場で行われる定例会・臨時会のインターネット中継が、昨年の６月から始まっています。
傍聴に来られない方でも、動画配信サービス「Youtube」を見ることができる機器（スマートフォン、
パソコン、ネット機能付きのテレビなど）があれば、いつでもどこでも、議会の様子をご覧いただ
けるようになりました！

カメラを起動して、右の QR コードを読み取って
ください。URL が表示されたらタップします。

WEB ブラウザ（Edge や Chrome など）を立ち上げ、URL 欄に
「 https://www.youtube.com/@onjuku_gikai 」　を入力します。
あるいは、御宿町のホームページにて、
 　「くらし・行政」→「町の紹介」→「御宿町議会情報」
　→「インターネット中継（検証実験中）」
　→「御宿町議会中継チャンネル」 　の順に進みます。

これだけ！簡単！

どうやったら見れるの？

① 御宿町議会の Youtube チャンネルを開く。

②「ライブ」をクリックする。

③ 視聴したい議会のライブ動画を
　 クリックする。

■スマートフォンの場合

■パソコンの場合

手づくり
の
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　こんなに便利！！！

　こんな所もスゴイ！

　かぐやサロンで友人たち
と見ています。役場の傍聴
席と違って声も聞き取りや
すいし、みんなであーだ
こーだ言い合いながら見れ
る事がとても良いです。か
ぐやで見れることをもっと
知ってもらいたいですね。
金井秀子さん

　実はこのシステム、議員有志が手持
ちの機材を持ち寄って、予算“ゼロ円”
いわば手作りで試験的にスタートさせ
たもの。
　それが功を奏してか、他の町には
中々ない特徴があります。　
◆議会側と執行部側を 360 度カメラ
で同時に撮影。議員の質問に対する執
行部の反応もご覧いただけます。
◆１日まるごとひとつの動画になって
いる上に、マイクの音質が良いので、
他の作業をしながら“ラジオ感覚”で
ずっと聴いていられるという声も。

　わざわざ役場まで足を運ばずとも、
リアルタイムで議場の様子をご覧いた
だくことができます。
　中継された内容は、ライブ動画として
残っていますので、あとからいつでも
ご覧いただけます。

　数日間、数十時間にもわたって開かれ
る議会の定例会。
　ライブ動画なら、赤いタイムラインの
つまみを見たいところまで動かして視
聴することができます。
　一般質問や、注目の議題については概
要欄の青いタイムスタンプをクリックす
ることで、直接ジャンプすることもでき
ます。

※スマートフォンをご利用の際は、Wi-Fi 接続での視聴をお勧めします。パケット定額制プランに加入していない状態で
パケット通信接続による視聴をされた場合、通信事業者から高額な料金を請求される場合がありますのでご注意ください。

　議会だよりを読むのとは
まったく印象が違って、議
員さんたちを応援したい気
持ちになりました。ネット
配信が始まって本当に良
かったです。児童館でも見
れたらいいな～。
植松明日花さん・慧

けい
くん

関宏美さん・新平くん
斎藤真衣さん・楽

ら と
采くん

町のみなさんの声

② 見たいところから見れる。

① 生中継でも、あとからでも見れる。

ここに注目

ここに注目

▲工夫しながらの手づくりです
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質問順番 質　問　事　項 質問議員

１
　１．令和５年１２月定例会一般質問における答弁後の状況について
　２．石田町政１６年間の総括と今後の課題について
　３．保険証廃止後の資格確認書発行について　

岩瀬　環樹

２

　町長の政治姿勢について
　(1) 公共施設等総合管理計画
　中学校部活動地域移行について
　(1) 現在の進捗状況について
　(2) 検討委員会の委員人選について
　(3) 広域連携について

塩入　健次

３ 　１．史実の継承について
　２．孤立集落発生の可能性に関する状況について 田中　とよ子

４

　１．「消滅可能性自治体」の報道について
　２．予防接種について
　(1) 帯状疱疹ワクチンの直近の接種率について
　(2) インフルエンザワクチンの接種率について

藤井　利一

５

　１．「交流スペースかぐや」の運営について
　(1) これまでの経緯と評価について
　(2) 今後の事業継続について
　(3) 駐車場の閉鎖について
　２．複数年に渡る丁寧な検討について
　(1) 重要性の認識について
　(2) 任期１６年間を振り返って

北村　昭彦

６

　町長の政治姿勢について
　１．総選挙の結果の受け止めについて
　２．小布施町や野沢温泉村のまちづくりについて
　３．広域事業のあり方について
　４．交流事業について
　５．道路整備について

石井　芳清

１１月２０日に行われた一般質問では、６名の議員が登壇し、町政全般について現状や
方針を問いました。

一般質問の詳細は☞ P ５～ P １０

一般質問一般質問

令和６年第４回定例会令和６年第４回定例会
１１月２０日、２１日

4



石
田
町
政
16
年
間
の

検
証
と
評
価
に
つ
い

てＱ
石
田
町
長
は
給
与

50
％
カ
ッ
ト
す
る
公

約
を
掲
げ
実
行
し
た
と
記
憶

す
る
が
、
削
減
し
た
期
間
と

な
ぜ
廃
止
し
た
の
か
伺
う
。

Ａ
削
減
し
た
期
間
は
、
１

回
目
、
２
回
目
の
任

期
中
の
８
年
間
だ
。
３
期
目

に
入
っ
て
、
仕
事
の
た
め
の

様
々
な
活
動
が
増
え
て
き
た

た
め
、
３
期
目
よ
り
条
例
に

規
定
す
る
給
料
を
い
た
だ
く

こ
と
を
決
断
し
た
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

保
険
証
廃
止
後
の
資

格
確
認
書
発
行
に
つ

い
てＱ

12
月
２
日
か
ら
健
康

保
険
証
が
発
行
さ
れ

な
く
な
る
が
、
現
在
の
保
険

証
は
以
降
も
使
え
る
の
か
。

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
は
任
意
な
の

で
、
作
ら
な
く
て
も
保
険
診

療
を
受
け
ら
れ
る
の
か
。
保

険
証
に
替
わ
る
資
格
確
認
書

は
カ
ー
ド
を
持
た
な
い
人
限

定
か
。

（
答
弁
者･･･

建
設
水
道
課
長
）

　
　
　●
ウ
ミ
ガ
メ
を
保
護

す
る
条
例
に
つ
い
て

Ｑ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
に

関
す
る
情
報
発
信
が

必
要
と
考
え
る
が
、
町
の
見

解
は
ど
う
か
。

Ａ
産
卵
時
期
に
関
わ
る

こ
と
な
く
、
ウ
ミ
ガ

メ
保
護
の
協
力
の
周
知
と
し

て
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
を
し
て
い
る
が
、
町
の
広

報
な
ど
の
媒
体
で
も
情
報
を

発
信
す
る
こ
と
で
、
ウ
ミ
ガ

メ
保
護
の
啓
蒙
を
行
い
、
町

民
の
理
解
を
深
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

（
答
弁
者･･･

産
業
観
光
課
長
）

修
で
充
分
な
の
か
、
こ
れ
ま

で
の
学
校
の
更
新
に
つ
い
て

の
進
め
方
、
ま
た
候
補
地
の

考
え
方
な
ど
大
き
い
点
に
つ

い
て
を
中
心
に
議
論
を
し
て

い
た
だ
き
、
町
側
か
ら
の
考

え
と
議
員
の
皆
様
方
か
ら
の

考
え
を
そ
れ
ぞ
れ
ぶ
つ
け
た

中
で
、
当
日
町
民
の
方
に
公

開
で
討
論
会
を
実
施
す
る
。

（
答
弁
者･･･

総
務
課
長
）

　
●
歩
道
の
石
畳
に
つ
い
て

Ｑ
県
道
２
３
２
号
御
宿

停
車
場
線
歩
道
整
備

計
画
の
進
行
状
況
を
伺
う
。

Ａ
今
年
度
の
進
捗
は
、
町

の
施
設
で
あ
る
水
道

管
の
移
設
を
行
っ
て
お
り
、

今
年
度
中
に
完
成
す
る
予
定

で
、
来
年
度
は
、
電
線
の
共

同
溝
18
施
設
の
埋
設
の
実

施
、
再
来
年
は
、
清
水
橋
、

隣
接
し
た
電
気
橋
梁
工
の
設

置
、
次
に
は
、
東
電
及
び
Ｎ

Ｔ
Ｔ
の
電
線
移
設
事
業
と
な

り
、
そ
の
後
、
歩
道
の
整
備

と
な
る
。
管
理
し
や
す
い
歩

道
に
つ
い
て
は
、
施
工
を
検

討・
協
議
を
し
た
い
と
の
回

答
だ
っ
た
。

令
和
５
年
12
月
定
例

会
一
般
質
問
に
お
け

る
答
弁
後
の
進
捗
状

況●
選
挙
公
報
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
つ
い
て

Ｑ
町
長
選
挙
で
は
実
施

さ
れ
る
の
か
。

Ａ
12
月
に
執
行
予
定
の

御
宿
町
長
選
挙
か
ら

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

を
行
う
こ
と
で
調
整
し
て
い

る
。

（
答
弁
者･･･

総
務
課
長
）

●
御
宿
小
学
校
更
新

の
質
疑
応
答
に
つ
い

てＱ
実
施
が
決
定
し
た
公

開
討
論
会
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ
中
立
的
な
会
議
を
進

行
す
る
た
め
に
、
若

者
と
の
意
見
交
換
会
の
と
き

に
ご
教
授
い
た
だ
い
た
先
生

に
お
願
い
し
て
、
新
し
い
校

舎
へ
の
更
新
が
必
要
な
の

か
、
既
存
校
舎
の
大
規
模
改

Ａ
現
在
発
行
中
の
本
町

の
国
民
健
康
保
険
、

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期

限
は
令
和
７
年
７
月
31
日
な

の
で
、
有
効
期
限
ま
で
は
使

用
可
能
だ
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
作
ら
な
く
と
も
保

険
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
12
月
２
日
以
降
、
新

た
に
国
民
健
康
保
険
の
資
格

を
取
得
し
た
方
で
カ
ー
ド
を

お
持
ち
で
な
い
方
、
カ
ー
ド

を
お
持
ち
で
も
保
険
証
の
利

用
登
録
を
行
っ
て
い
な
い
方

は
、
申
請
な
し
で
資
格
確
認

書
を
発
行
す
る
。

（
答
弁
者･･･

保
健
福
祉
課
長
）

　
基
本
的
に
は
国
の
施
策
に

町
は
従
う
だ
け
で
あ
る
こ
と

を
理
解
し
て
い
る
が
、
そ
れ

に
よ
り
不
利
益
を
被
る
の
は

国
民
で
あ
る
私
た
ち
だ
。
国

や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
言
う
こ

と
を
全
て
鵜
呑
み
に
せ
ず
、

事
実
を
確
認
し
、
共
有
し
、

皆
で
考
え
、
よ
り
良
い
未
来

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
る
。

 

一般質問

選挙広報のデジタル化を実施するのか
総務課長 ―  町ホームページへ掲載する

岩瀬　環樹  議 員岩瀬　環樹  議 員

▲ウミガメ産卵の様子（岩和田海岸）

一般質問の詳細は会議録を参照
ください。 会議録　P13 ～ P27 町 HP
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る
事
態
を
招
い
た
こ
と
を
ど

う
思
う
か
。

Ａ
計
画
に
見
合
っ
た
形

で
動
い
て
い
な
い
。
橋

の
耐
久
性
が
ま
だ
も
つ
と
思

い
数
年
経
過
し
た
。
計
画
ど

お
り
い
か
な
か
っ
た
こ
と
は

お
詫
び
を
申
し
上
げ
る
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

Ｑ
今
年
度
末
で
閉
校
と

な
る
布
施
小
学
校
に

つ
い
て
。

Ａ
い
す
み
市
や
地
域
の

意
向
を
考
慮
し
な
が

ら
今
後
検
討
し
て
い
く
。
売

却
も
念
頭
に
あ
る
。
御
宿
小

学
校
の
更
新
先
と
し
て
の
考

え
は
な
い
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

●
中
学
校
部
活
動
の

地
域
移
行
に
つ
い
て

Ｑ
現
在
の
検
討
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ
昨
年
度
か
ら
検
討
委

員
会
が
発
足
し
、
生

徒・
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

Ｑ
火
葬
場
に
つ
い
て
。

Ａ
令
和
７
年
度
に
設
計
、

令
和
８
年
度
に
解
体

の
予
定
で
進
め
て
い
く
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

Ｑ
火
葬
場
は
第
４
次
総

合
計
画
に
お
い
て
令

和
元
年
度
に
解
体
さ
れ
る
は

ず
だ
っ
た
が
、
な
ぜ
お
こ
な

わ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

Ａ
財
政
当
局
と
の
協
議

の
な
か
で
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
弁
解
の
し
よ

う
も
な
い
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

Ｑ
砂
丘
橋
は
第
４
次
総

合
計
画
に
お
い
て
令

和
２
年
度
に
大
規
模
修
繕
を

お
こ
な
う
は
ず
が
さ
れ
な

か
っ
た
。
結
果
的
に
令
和
５

年
に
緊
急
の
補
強
工
事
を
す

な
対
応
が
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

Ｑ
旧
御
宿
高
校
に
つ
い
て
。

Ａ
特
別
教
室
棟
を
中
央

国
際
高
校
が
活
用
し

て
い
る
が
、
普
通
教
室
棟
の

貸
与
や
将
来
的
な
売
却
の
可

能
性
も
あ
る
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

Ｑ
旧
御
宿
高
校
の
特
別

教
室
棟
は
令
和
４
年

度
か
ら
大
規
模
改
修
等
に

5.1
億
円
を
計
上
と
の
記
載
が

あ
る
が
、
こ
れ
は
実
行
す
る

の
か
。
そ
の
場
合
の
費
用
負

担
は
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ
今
後
の
長
寿
命
化
を

図
る
場
合
の
目
安
の

費
用
と
し
て
記
載
し
て
い

る
。
具
体
的
な
改
修
予
定
は

現
在
の
と
こ
ろ
は
な
い
。

（
答
弁
者･･･

総
務
課
長
）

Ａ
改
修
費
用
は
当
事
者

の
中
央
国
際
高
校
に

お
願
い
す
る
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

●
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
に
つ
い
て

Ｑ
町
内
公
共
施
設
の
今

後
の
活
用
方
法
に
つ

い
て
伺
う
。
旧
岩
和
田
小
学

校
に
つ
い
て
。

Ａ
特
別
教
室
棟
は
令
和

10
年
以
降
の
除
却
を

検
討
し
て
い
る
。
体
育
館
は

社
会
教
育
施
設
と
し
て
使
用

し
て
い
る
こ
と
か
ら
有
効
的

な
処
分
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
売
却
す
る
考
え
も
あ
る

（
答
弁
者･･･

町
長
）

Ｑ
歴
史
民
俗
資
料
館
に

つ
い
て
。

Ａ
令
和
10
年
以
降
の
除

却
を
考
え
て
い
る
。
資

料
の
保
存
、
史
実
を
伝
承
す

る
た
め
に
新
た
な
施
設
の
建

設
を
考
え
て
い
る
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

Ｑ
旧
御
宿
保
育
所
に
つ

い
て
。

Ａ
御
宿
小
学
校
跡
地
に

企
業
誘
致
を
考
え
て

お
り
、
そ
の
と
き
に
一
体
的

ト
結
果
の
説
明
を
し
た
。
近

隣
２
市
２
町
と
県
の
担
当
者

に
よ
る
協
議
も
３
回
実
施
し

た
。
次
年
度
の
部
活
動
加
入

状
況
を
見
な
が
ら
対
応
を
考

え
て
い
る
。

（
答
弁
者･･･

教
育
課
長
）

Ｑ
検
討
委
員
が
ほ
ぼ
教

員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
学

校
関
係
者
で
あ
り
、
新
年
度

で
半
数
が
交
代
す
る
弊
害
も

あ
る
。
地
域
移
行
が
テ
ー
マ

で
あ
り
な
が
ら
学
校
関
係
者

に
偏
っ
た
人
選
は
妥
当
か
。

Ａ
い
ま
過
渡
期
と
い
う

こ
と
で
、
子
ど
も
た

ち
の
動
き
に
よ
っ
て
は
、
違

う
方
を
入
れ
て
い
く
こ
と
も

考
え
て
い
く
。

（
答
弁
者･･･

教
育
課
長
）

Ｑ
10
年
後
に
は
中
学
校

の
生
徒
数
が
55
人
に

な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

町
単
独
で
は
な
く
、
近
隣
市

町
と
の
広
域
連
携
が
必
要
で

は
な
い
か
。

Ａ
広
域
連
携
に
つ
い
て

は
ま
だ
白
紙
で
あ
る
。

（
答
弁
者･･･

教
育
課
長
）

　

 

一般質問塩入　健次  議 員塩入　健次  議 員

町長 ―  計画どおりいかなかったことは
お詫びを申し上げる

計画どおりに修繕しなかったことで
緊急工事を招いたことの見解は

▲旧御宿町火葬場

一般質問の詳細は会議録を参照
ください。 会議録　P27 ～ P43 町 HP
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ま
た
、
先
日
の
防
災
訓
練

に
は
、
延
べ
参
加
者
数
は

４
５
０
名
ほ
ど
の
参
加
が

あ
っ
た
が
、
中
学
校
体
育
館

に
は
２
０
０
名
ほ
ど
が
体
育

館
に
い
た
が
、
お
お
む
ね
埋

ま
っ
て
い
た
。
い
ま
一
度
検

討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

（
答
弁
者･･･

総
務
課
長
）

Ｑ
各
地
区
の
自
主
防
災

組
織
の
現
状
を
伺
う
。

Ａ
地
区
防
災
計
画
の
更

新
を
順
次
行
っ
て
い

た
だ
き
、
継
続
的
な
取
組
や

計
画
の
見
直
し
や
引
継
ぎ
等

が
課
題
と
し
て
上
が
っ
て
い

る
。
ま
た
、
各
自
主
防
災
会

に
お
け
る
災
害
備
品
の
更
新

や
、
備
蓄
食
糧
等
の
ロ
ー
リ

ン
グ
に
つ
い
て
も
非
常
に
費

用
も
か
さ
ん
で
く
る
こ
と
か

ら
、
各
組
織
に
お
い
て
そ
れ

ぞ
れ
苦
慮
さ
れ
て
い
る
状
況

が
伺
え
る
の
で
、
行
政
課
題

の
一
つ
と
し
て
捉
え
た
い
。

（
答
弁
者･･･

総
務
課
長
）

Ｑ
町
で
は
、
防
災
備
蓄

品
購
入
に
上
限
を
１

世
帯
１
万
円
と
し
た
補
助

金
事
業
を
実
施
し
て
い
る

向
か
う
道
の
ト
ン
ネ
ル
手
前

の
エ
リ
ア
だ
。

　
現
地
を
確
認
し
た
結
果
、

完
全
に
遮
断
さ
れ
る
よ
う
な

状
況
の
と
こ
ろ
は
ほ
ぼ
な
い

と
い
う
判
断
に
よ
り
、
混
乱

を
招
い
て
も
い
け
な
い
た

め
、
公
表
し
て
い
な
か
っ
た

が
、
新
聞
に
公
表
さ
れ
た
以

上
、
対
応
に
つ
い
て
丁
寧
さ

に
欠
く
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と

反
省
し
て
い
る
。
今
後
区
長

会
等
を
通
じ
て
改
め
て
、
丁

寧
な
説
明
を
し
た
い
。

（
答
弁
者･･･

総
務
課
長
）

Ｑ
避
難
方
法
は
、
地
区

に
よ
っ
て
異
な
る
。

地
区
に
よ
り
、
危
険
個
所
の

把
握
を
し
た
上
で
、
避
難
訓

練
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。
特
に
御
宿
町
は
、

高
齢
化
率
が
非
常
に
高
い
町

で
あ
り
、
避
難
が
困
難
な
人

も
大
勢
い
る
。
状
況
を
考
慮

し
て
行
う
こ
と
が
必
要
だ
。

　
先
日
の
避
難
訓
練
で
避
難

所
と
な
っ
た
御
宿
中
学
校
の

体
育
館
に
は
防
災
用
の
簡
易

ベ
ッ
ド
や
テ
ン
ト
等
が
展
示

し
て
あ
っ
た
。
防
災
計
画
で

は
御
宿
中
学
校
避
難
所
の
収

容
人
員
は
２
９
３
人
と
さ
れ

●
町
の
防
災
に
つ
い
て

Ｑ
新
聞
報
道
で
、
千
葉

県
中
山
間
地
等
の
孤

立
集
落
発
生
の
可
能
性
に
関

す
る
状
況
調
査
の
結
果
が
報

道
さ
れ
、
御
宿
町
で
は
農
業

集
落
と
漁
業
集
落
と
も
に
、

各
２
か
所
に
孤
立
集
落
発
生

の
可
能
性
が
あ
る
と
発
表
さ

れ
た
が
、
ど
こ
の
地
域
な
の

か
、
な
ぜ
早
急
な
情
報
提
供

を
し
な
か
っ
た
の
か
伺
う
。

Ａ
県
の
調
査
依
頼
に
よ

り
実
施
し
、
農
業
集

落
は
七
本
と
岩
和
田
の
２
か

所
、
漁
業
集
落
は
浜
と
岩
和

田
の
２
か
所
で
孤
立
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
岩

和
田
の
一
部
区
域
が
重
複
し

た
場
所
で
、
３
か
所
と
い
う

状
況
だ
。
岩
和
田
は
、
メ
キ

シ
コ
記
念
塔
の
入
り
口
か
ら

海
洋
生
物
研
究
所
の
間
、
大

波
月
地
域
辺
り
の
エ
リ
ア
。

七
本
地
先
は
、
太
陽
光
の
パ

ネ
ル
の
設
置
さ
れ
て
い
る
七

本
地
域
と
部
原
と
の
境
界
の

辺
り
の
エ
リ
ア
。浜
地
先
は
、

国
道
で
勝
浦
方
面
に
向
か
っ

て
御
宿
の
一
番
最
後
の
ト
ン

ネ
ル
か
ら
旧
国
道
で
部
原
に

が
、
実
際
に
こ
の
補
助
金
を

使
っ
て
い
る
人
は
、
予
算
額

１
５
０
万
円
の
内
、
執
行
額

は
20
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

地
区
の
自
主
防
災
組
織
に
備

蓄
品
な
ど
を
揃
え
る
た
め
の

補
助
金
を
交
付
し
て
、
有
効

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
。Ａ

今
物
価
高
な
ど
非
常

に
経
済
が
冷
え
込
ん

で
い
る
中
で
、
防
災
備
蓄
品

の
購
入
が
鈍
化
し
て
い
る
状

況
だ
。
そ
う
し
た
中
で
、
使

い
や
す
い
補
助
制
度
の
検
討

や
自
主
防
災
会
へ
の
活
用
な

ど
の
検
討
を
し
た
い
。

（
答
弁
者･･･

総
務
課
長
）

●
史
実
の
継
承
に
つ
い
て

Ｑ
町
史
編
さ
ん
事
業
に

着
手
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
と
定
例
会
で
数
回
質

問
し
た
が
、
進
め
る
気
が
あ

る
の
か
再
度
伺
う
。

Ａ
一
つ
の
大
き
な
事
業

と
し
て
準
備
に
入
ら

な
く
て
は
い
け
な
い
。
第
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

 一般質問

町長 ―  対応について反省している

田中　とよ子  議 員田中　とよ子  議 員

て
い
る
。
こ
の
日
避
難
所
に

集
ま
っ
た
人
だ
け
で
手
狭
な

状
況
だ
っ
た
。
避
難
所
と
し

て
の
機
能
が
足
り
る
の
か
非

常
に
危
惧
す
る
。
計
画
に
つ

い
て
も
再
度
見
直
し
が
必
要

だ
と
感
じ
た
が
ど
う
か
。

Ａ
そ
の
地
域
に
合
っ
た

避
難
方
法
を
事
前
に

考
え
る
こ
と
は
大
変
重
要
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
地
域
に

よ
っ
て
避
難
方
法
が
異
な

り
、
御
宿
中
学
校
で
実
施
し

た
２
部
の
開
催
方
法
等
も
、

ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
ま
た
、
本
番
に
見
据
え

た
地
域
ご
と
の
訓
練
を
や
っ

て
は
と
い
う
よ
う
な
ご
意
見

も
い
た
だ
い
て
い
る
。

▲防災用品の展示の様子（発災後の通電
　火災を防止する防災用品の説明）

なぜ どこの地域なのかを情報提供
しなかったのか

一般質問の詳細は会議録を参照
ください。 会議録　P44 ～ P59 町 HP
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評
が
あ
り
、「
人
口
が
減
少

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
市
町
村
の

存
在
価
値
は
高
ま
る
か
ら
消

滅
な
ど
起
こ
ら
な
い
。」
と

書
か
れ
て
い
て
、
そ
の
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
う

が
、
現
実
は
現
実
と
し
て

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

Ｑ
今
後
、
中
長
期
的
に

は
人
口
減
少
に
伴
う

税
収
減
に
よ
り
財
政
状
況
は

厳
し
く
な
り
、
い
ず
れ
社
会

保
障
が
困
難
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。
厳
し
い
状
況
に
な
っ

た
場
合
は
市
町
村
合
併
の
再

考
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

は
、
現
在
は
考
え
て
い

な
い
。
周
囲
の
市
町
の
動
き

が
あ
れ
ば
対
応
し
て
い
き
た

い
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

●
予
防
接
種
に
つ
い
て

Ｑ
昨
年
６
月
議
会
に
帯

状
疱
疹
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
助
成
を
要
望
し
た
結

果
、
今
年
度
の
４
月
か
ら
50

進
め
て
い
る
。

　
町
で
は
、
財
政
事
情
も
あ

り
大
き
な
経
済
支
援
事
業
の

実
施
は
難
し
い
が
、
専
門
職

に
よ
る
妊
娠
中
の
相
談
や
育

児
相
談
、
母
子
の
健
康
相
談

事
業
、
産
後
ケ
ア
な
ど
、
出

産
前
か
ら
切
れ
目
な
く
母
子

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
子
育

て
等
に
関
す
る
疑
問
や
不
安

の
解
消
な
ど
、
育
児
の
サ

ポ
ー
ト
に
努
め
て
い
る
。

　

今
後
も
客
観
的
な
統
計

デ
ー
タ
や
ニ
ー
ズ
把
握
に
努

め
、
役
場
内
部
の
関
係
課
と

調
整
を
図
り
な
が
ら
、
出
生

率
の
低
下
の
抑
制
に
努
め
た

い
。

（
答
弁
者･･･
保
健
福
祉
課
長
）

Ａ
各
自
治
体
に
配
付
さ
れ

て
い
る
町
村
週
報
に
論

少
な
い
減
少
率
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
町
は

判
定
を
受
け
止
め
、
人
口
減

対
策
に
特
効
薬
は
な
い
が
、

移
住
を
促
進
し
、
流
出
を
食

い
止
め
る
た
め
に
子
育
て
支

援
に
引
き
続
き
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
。

（
答
弁
者･･･

企
画
財
政
課
長
）

Ａ
本
町
の
令
和
４
年
の

出
生
率
は
、
人
口

１
０
０
０
人
に
対
し
1.8
と
、

全
国
値
の
6.3
、
千
葉
県
6.1

と
比
べ
大
幅
に
下
回
っ
て
い

る
。
ま
た
、
１
人
の
女
性
が

一
生
の
間
に
産
む
子
ど
も
の

数
に
相
当
す
る
合
計
特
殊
出

生
率
で
も
、
本
町
は
令
和
４

年
は
0.9
だ
。
出
生
数
の
推
移

は
、
令
和
元
年
21
人
、
令
和

２
年
18
人
、
令
和
３
年
10
人
、

令
和
４
年
13
人
、
令
和
５
年

14
人
、
今
年
は
10
月
ま
で
で

８
人
だ
。

　
国
で
は
、
児
童
手
当
の
拡

充
や
出
産
・
子
育
て
応
援
給

付
金
の
創
設
、
医
療
保
険
が

支
給
す
る
出
産
育
児
一
時
金

の
引
上
げ
に
加
え
、
男
性
の

育
児
休
業
取
得
率
の
目
標
設

定
な
ど
、
子
ど
も・
子
育
て

支
援
対
策
の
強
化
、
充
実
を

●
消
滅
可
能
性
自
治

体
の
報
道
に
つ
い
て

Ｑ
人
口
戦
略
会
議
は
、

２
０
５
０
年
ま
で
の

約
30
年
間
で
全
国
の
約
４
割

以
上
に
あ
た
る
７
４
４
の
自

治
体
が
、
若
年
女
性
人
口
の

大
幅
な
減
少
に
伴
っ
て
、
将

来
的
に
消
滅
の
可
能
性
が
あ

る
と
す
る
報
告
書
を
公
表
し

た
。
千
葉
県
で
は
、
22
消
滅

可
能
性
市
町
の
中
に
御
宿

町
、
勝
浦
市
、
い
す
み
市
、

大
多
喜
町
の
２
市
２
町
が
記

載
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
問
題

の
一
つ
に
出
生
率
の
低
下
が

あ
る
と
思
う
が
、
町
の
現
状

認
識
と
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ
消
滅
可
能
性
自
治
体
と

は
、
２
０
２
０
年
か
ら

の
30
年
間
で
人
口
移
動
が
あ

る
場
合
の
子
ど
も
を
産
む
中

心
世
代
と
な
る
20
か
ら
39
歳

の
若
年
女
性
人
口
減
少
率
、

い
わ
ゆ
る
社
会
減
が
50
％
以

上
の
自
治
体
と
の
こ
と
で

あ
る
。
御
宿
町
は
こ
の
率
が

51・
２
％
減
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
数
字
は
県
内
22
消
滅
可

能
性
自
治
体
の
中
で
は
１
番

歳
以
上
の
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
助
成
が
始
ま
っ
た

が
、
最
近
の
接
種
状
況
を
伺

う
。
ま
た
、
昨
年
度
の
高
齢

者
及
び
児
童
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
接
種
率
に
つ
い
て
伺

う
。Ａ

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
率
は
、
11
月

10
日
ま
で
に
接
種
費
用
助
成

金
の
支
払
い
が
完
了
し
て
い

る
人
数
は
、
不
活
化
ワ
ク
チ

ン
が
50
人
、
生
ワ
ク
チ
ン
が

５
人
で
合
計
55
人
、
４
月
当

初
の
50
歳
以
上
の
助
成
対
象

者
５
０
３
７
人
に
対
し
、
約

１
％
の
接
種
率
で
、
当
初
予

算
よ
り
も
接
種
見
込
み
人
数

が
増
加
し
た
た
め
、
今
回
の

定
例
会
で
補
正
予
算
案
に
増

額
の
予
算
計
上
し
て
い
る
。

　

次
に
、
令
和
５
年
度
の

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
、
対

象
者
３
７
０
８
に
対
し
、

１
９
３
５
人
が
接
種
し
て
い

て
、
接
種
率
は
52
・
２
％
。

児
童
の
接
種
率
は
、
延
べ
回

数
で
の
接
種
率
と
す
る
と

38・
65
％
と
な
っ
て
い
る
。

（
答
弁
者･･･

保
健
福
祉
課
長
）

 

一般質問藤井　利一  議 員藤井　利一  議 員

町長 ―  現実としてしっかり受け止める

消滅可能性自治体への対応は
議員写真
撮影予定

▲乳幼児相談の様子

一般質問の詳細は会議録を参照
ください。 会議録　P59 ～ P64 町 HP
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Ａ
ご
指
摘
の
と
お
り
。
役

場
内
の
連
携
の
問
題

と
捉
え
、
今
後
は
注
意
し
ま

す
。

（
答
弁
者･･･

企
画
財
政
課
長
）

Ｑ
今
後
注
意
す
る
と
の

答
弁
だ
が
、
も
う
一

歩
踏
み
込
ん
だ
、
こ
う
い
う

形
で
や
り
方
を
変
え
て
み
よ

う
と
思
う
、
と
い
う
よ
う
な

ア
イ
デ
ア
や
考
え
が
あ
れ
ば

伺
い
た
い
。

Ａ
今
回
に
限
ら
ず
様
々

な
事
務
の
面
で
、
課

長
会
議
に
お
け
る
情
報
共
有

や
議
論
の
深
め
方
に
ご
指

摘
、ご
提
言
を
頂
い
て
い
る
。

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
が
課

長
会
議
の
中
心
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
と
い
う
反
省
も

あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

課
で
担
当
者
を
含
め
て
事
業

を
練
っ
て
い
る
た
め
、
多
少

の
遠
慮
と
い
う
か
、
お
互
い

に
踏
み
込
ん
で
い
け
な
い
部

分
も
あ
る
。
今
後
は
、
建
設

的
な
意
味
合
い
で
の
情
報
共

有
を
し
な
が
ら
、
改
め
て
課

長
会
議
の
在
り
方
等
に
つ
い

て
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
。

（
答
弁
者･･･

総
務
課
長
）

●
駐
車
場
の
閉
鎖
に

つ
い
て

Ｑ
こ
の
か
ぐ
や
の
駐
車

場
が
何
の
説
明
も
な

く
突
然
閉
鎖
さ
れ
た
と
聞
い

た
。
活
動
さ
れ
て
い
る
方
が

ま
だ
い
ら
っ
し
ゃ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
の
よ
う

な
対
応
と
な
っ
た
の
か
、
勘

違
い
等
も
あ
れ
ば
、
そ
の
部

分
も
含
め
て
説
明
願
い
た
い
。

Ａ
ご
質
問
の
駐
車
場
に

つ
き
ま
し
て
は
、
御

宿
朝
市
組
合
へ
貸
出
し
を
し

て
い
た
も
の
。
物
損
事
故
な

ど
が
発
生
し
た
関
係
で
、
継

続
利
用
の
意
思
を
確
認
し
た

所
、
朝
市
組
合
と
し
て
は
ほ

ぼ
使
用
し
て
い
な
い
と
の
回

答
だ
っ
た
た
め
、
被
害
防
止

の
観
点
か
ら
閉
鎖
し
、
か
ぐ

や
利
用
者
に
は
、
代
わ
り
に

新
町
会
館
脇
の
駐
車
場
を
利

用
頂
い
て
い
る
。

（
答
弁
者･･･

企
画
財
政
課
長
）

Ｑ
朝
市
組
合
の
関
係
者

に
は
周
知
し
た
が
、

か
ぐ
や
利
用
者
に
は
そ
の
情

報
が
行
か
な
か
っ
た
と
い
う

理
解
で
よ
い
か
。

頭
ま
つ
り
、
Ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体

験
、
放
課
後
に
親
子
で
利
用

で
き
る
放
課
後
か
ぐ
や
な
ど

も
ス
タ
ー
ト
し
、
交
流
の
輪

が
更
に
広
が
っ
て
い
る
。

　
事
業
経
費
と
し
て
は
、
今

年
度
は
使
用
料
や
賃
借
料
な

ど
を
含
め
１
７
６
万
９
千
円

を
計
上
。
当
初
は
建
物
の
老

朽
化
も
あ
る
た
め
、
今
年
度

末
で
終
了
す
る
考
え
だ
っ
た

が
、
関
係
者
が
精
力
的
に
事

業
を
展
開
し
、
交
流
が
活
発

化
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る

こ
と
、
建
物
に
つ
い
て
は
現

状
で
も
使
用
に
耐
え
る
、
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
事
業
継
続
の
方
向
で
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
答
弁
者･･･
保
健
福
祉
課
長
）

Ａ
か
ぐ
や
は
、
多
世
代
交

流
の
実
現
の
場
と
し

て
実
り
あ
る
場
所
と
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
は
関
係
者
一
人

一
人
の
努
力
や
配
慮
が
あ
っ

て
こ
そ
。
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ

し
、
移
住
定
住
に
も
結
び
付

い
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。
存
続
に
つ
い
て
は
前

向
き
に
検
討
す
る
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

●
交
流
ス
ペ
ー
ス
か

ぐ
や
の
運
営
つ
い
て 

Ｑ
朝
市
通
り
の「
交
流
ス

ペ
ー
ス
か
ぐ
や
」
は
、

令
和
元
年
度
の
借
上
げ
か
ら

多
く
の
交
流
が
生
み
、
こ
の

町
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら

な
い
場
所
の
一
つ
に
な
っ
て

い
る
が
、
こ
こ
へ
来
て
契
約

終
了
に
伴
い
閉
鎖
さ
れ
る
予

定
と
聞
い
た
。
町
は
こ
の
事

業
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、

ま
た
、
今
後
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ
交
流
ス
ペ
ー
ス
か
ぐ

や
は
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
が
管
理
す
る
形
で

オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、
相
談

事
業
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
教
室
な
ど
か
ら
始
ま

り
、
シ
ニ
ア
世
代
、
子
育
て

世
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

が
当
番
制
で
運
営
す
る
形
と

な
っ
て
か
ら
は
、
房
州
御
宿

音
頭
の
練
習
会
や
着
物
の
着

付
け
体
験
、
子
ど
も
の
古
着

交
換
会
、
つ
る
し
雛
体
験
会

な
ど
が
活
発
に
展
開
さ
れ
る

に
至
っ
た
。

　
今
年
度
は
、
房
州
御
宿
音

　
会
議
の
中
だ
け
で
の
情
報

共
有
に
は
限
界
が
あ
る
。
こ

う
い
う
話
を
聞
い
た
け
ど
大

丈
夫
？
と
か
、
こ
ん
な
や
り

方
も
あ
る
よ
、
な
ん
て
い
う

会
話
が
、
押
し
つ
け
が
ま
し

く
な
ら
ず
に
、
気
軽
に
飛
び

交
う
よ
う
な
庁
舎
内
の
雰
囲

気
づ
く
り
、
仕
組
み
づ
く
り

に
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
で
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
っ
て
取
り
組
ん

で
頂
き
た
い
。
会
話
が
増
え

る
取
組
み
で
も
い
い
し
、
シ

ス
テ
ム
上
の
掲
示
板
や
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
等
を
使
う
方

法
も
あ
る
の
で
は
。

●
複
数
年
に
わ
た
る

丁
寧
な
検
討
に
つ
い

て※
要
約
が
困
難
な
た
め
、

ぜ
ひ
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

中
継
配
信
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

 

一般質問

交流スペースかぐやの今後は
町長 ―  存続について前向きに検討する

北村　昭彦  議 員北村　昭彦  議 員

　▲ Youtube
 　（御宿町議会）

一般質問の詳細は会議録を参照
ください。 会議録　P64 ～ P79 町 HP
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な
く
、
早
急
に
整
備
を
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。

Ａ
町
道
で
未
舗
装
の
場

所
に
つ
い
て
は
認
識

し
て
い
る
。
町
道
に
は
様
々

な
状
況
の
道
路
が
あ
り
、
民

地
、
農
地
に
隣
接
し
て
い
る

町
道
に
は
、
舗
装
等
を
し
な

い
道
は
多
々
あ
り
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
を
施
工
す
る

と
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
成
分
の

油
が
農
地
に
流
れ
、
悪
影
響

が
出
て
し
ま
う
場
合
が
あ

る
。
街
中
で
は
、
道
路
幅
員

が
人
１
人
の
幅
し
か
な
く
、

機
械
を
使
っ
た
舗
装
が
で
き

な
い
箇
所
、
様
々
な
事
情
に

よ
り
舗
装
が
で
き
な
い
場
所

が
あ
る
。
今
後
は
、
未
舗
装

箇
所
に
つ
い
て
区
や
地
域
住

民
と
協
議
し
、
よ
り
よ
い
方

法
で
行
い
た
い
。

（
答
弁
者･･･

建
設
水
道
課
長
）

Ｑ
し
っ
か
り
や
っ
て
い

た
だ
い
て
、
き
ち
ん

と
し
た
生
活
環
境
、
町
、
道

路
は
、
生
活
の
イ
ン
フ
ラ
で

あ
る
と
冒
頭
説
明
さ
れ
た
わ

け
だ
か
ら
、
環
境
整
備
、
町

道
と
認
定
し
て
お
き
な
が
ら

い
る
。
計
画
ど
お
り
と
は
い

か
ず
、
様
々
な
調
整
や
予
算

が
必
要
と
な
る
た
め
、
現
状

進
ん
で
い
な
い
。
し
か
し
、

整
備
も
部
分
的
に
で
き
る
と

思
う
の
で
、
今
後
、
区
や
町

民
を
含
め
、
検
討
、
協
議

し
、
県
の
ほ
う
に
要
望
と
し

て
働
き
か
け
る
よ
う
調
整
し

た
い
。

（
答
弁
者･･･

建
設
水
道
課
長
）

Ｑ
町
道
に
お
い
て
複
数

の
民
家
が
あ
り
、
未

整
備
の
道
路
が
あ
る
。
れ
っ

き
と
し
た
町
道
が
整
備
さ
れ

な
い
で
、
維
持
管
理
が
地
域

の
人
に
任
せ
て
い
る
の
で
は

Ｑ
清
水
川
河
川
の
護
岸

の
整
備
状
況
に
つ
い

て
だ
が
、
関
東
ふ
れ
あ
い

の
道
の
終
点
が
駅
前
に
な

る
。
清
水
川
に
つ
い
て
は
浸

水
計
画
で
、
公
民
館
の
前
ま

で
は
整
備
が
済
ん
で
い
る
と

思
う
。
こ
の
行
き
先
が
ち
ょ

う
ど
小
学
校
の
脇
の
文
教
橋

だ
。
清
水
川
の
浸
水
計
画
区

域
は
、御
宿
町
道
久
保
橋
だ
。

久
保
橋
か
ら
小
学
校
に
向
か

う
部
分
は
草
が
生
え
、
そ
れ

こ
そ
キ
ョ
ン
と
か
虫
の
住
処

に
な
り
得
る
状
況
だ
。

　
こ
の
文
教
橋
か
ら
久
保
橋

ま
で
の
護
岸
の
上
の
天
端
を

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
き
ち
ん
と

整
備
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
町
民
の
皆
様

を
は
じ
め
、
健
康
づ
く
り
で

散
歩
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
き

る
し
、
学
校
教
育
の
一
環
と

し
て
活
用
で
き
る
の
で
、
ぜ

ひ
整
備
で
き
な
い
も
の
か
。

Ａ
清
水
川
の
護
岸
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
平

成
６
年
度
に
県
が
清
水
川
水

辺
環
境
整
備
計
画
を
策
定
し

て
、
現
在
、
公
民
館
前
の
清

水
川
は
水
辺
と
ふ
れ
あ
い

ゾ
ー
ン
と
し
て
整
備
さ
れ
て

●
道
路
整
備
に
つ
い
て

Ｑ
道
路
を
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
の
か

伺
う
。

Ａ
一
般
的
に
道
路
と
は

交
通
の
供
し
、
人
や

地
域
を
相
互
に
つ
な
ぎ
、
物

資
の
輸
送
を
支
え
、
暮
ら
し

や
経
済
を
支
え
る
大
切
な
イ

ン
フ
ラ
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

（
答
弁
者･･･
町
長
）

Ｑ
県
道
勝
浦
布
施
大
原

線
実
谷
バ
イ
パ
ス
の

町
内
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ
進
捗
状
況
は
、
既
に

測
量
や
土
地
の
売
買

等
が
済
み
、
今
年
度
は
工
事

着
工
と
伺
っ
て
い
る
が
、
大

雨
等
に
よ
っ
て
県
道
勝
浦
布

施
大
原
線
が
立
山
入
口
で
通

行
止
め
に
な
る
理
由
の
一
つ

で
あ
る
い
す
み
市
側
、
い
す

み
ポ
ー
ト
リ
ー
側
の
水
路
の

改
修
を
行
い
、
続
い
て
御
宿

側
に
取
り
組
む
と
伺
っ
て
い

る
。

（
答
弁
者･･･

建
設
水
道
課
長
）

未
舗
装
部
分
は
、
町
の
責
任

と
し
て
整
備
を
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

Ａ
道
路
等
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
土
木
委
員
さ

ん
が
各
区
に
お
け
る
状
況
の

把
握
と
、
今
年
の
舗
装
や
修

繕
箇
所
の
申
請
に
つ
い
て
、

土
木
委
員
さ
ん
が
中
心
に
動

い
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
町

は
財
政
状
況
も
あ
り
、
出
て

き
た
も
の
を
10
割
で
き
な
い

状
況
だ
が
、
優
先
順
位
を
つ

け
、
極
力
前
に
進
む
よ
う
に

努
力
し
て
い
き
た
い
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

　

県
の
清
水
川
に
つ
い
て

は
、
計
画
ど
お
り
で
は
な
く

て
も
当
面
の
中
の
管
理
事
項

の
中
で
、
整
備
し
て
も
ら
う

と
い
う
こ
と
は
、
私
は
比
較

的
可
能
で
は
な
い
か
と
思
う

の
で
前
向
き
な
対
応
を
求
め

た
い
。

 

一般質問石井　芳清  議 員石井　芳清  議 員

町長 ―  関係者と協議し、県に要望として
働きかけたい

清水川護岸の管理道路の整備はできないか

▶
町
道
久
保
橋
か
ら
見
た
清
水
川

一般質問の詳細は会議録を参照
ください。 会議録　P79 ～ P94 町 HP
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提出議案と審議結果提出議案と審議結果

各議案の説明と主な質疑は☞ P １２～ P １５

議案番号 件　　　　名 結　果

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
藤
井　
利
一

岩
瀬　
環
樹

塩
入　
健
次

滝
口　
一
浩

圡
井　
茂
夫

北
村　
昭
彦

伊
藤　
城
祐

石
井　
芳
清

椎
木　
藤
弘

田
中
と
よ
子

議案第１号 専決処分の承認を求めることについて
（令和６年度御宿町一般会計補正予算第４号） 承　認 〇 〇 〇 議長 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第２号
千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公
共団体の数の減少及び千葉県市町村総合事務
組合規約の変更に関する協議について

可　決 〇 〇 〇 議長 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第３号 夷隅郡市広域市町村圏事務組合規約の一部を
改正する規約の制定に関する協議について 可　決 〇 〇 〇 議長 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第４号 御宿町水道事業の廃止に伴う関係条例の整備
に関する条例の制定について 可　決 〇 〇 〇 議長 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第５号
御宿町特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例の制定について

可　決 〇 〇 〇 議長 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第６号 令和６年度御宿町水道事業会計補正予算（第
１号） 可　決 〇 〇 〇 議長 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第７号 令和６年度御宿町介護保険特別会計補正予算
（第２号） 可　決 〇 〇 〇 議長 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第８号 令和６年度御宿町一般会計補正予算（第５号） 可　決 〇 〇 〇 議長 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請願第６号
「御宿町鳥獣被害防止計画」の抜本的な見直し
による実効性のある駆除及び感染症対策の実
施を求める請願  ※（略）

採　択 〇 〇 〇 議長 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請願第７号 御宿中学校の剣道場、柔道場にエアコンの設
置を求める請願 採　択 〇 〇 〇 議長 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請願第８号 町道５０１７号線及び浜踏切の存続を求める
請願書 採　択 〇 〇 〇 議長 〇 〇 〇 〇 〇 〇

賛成：〇　反対：×　

こんなことが決まりましたこんなことが決まりました

※年々増加するキョン・イノシシの人の生活圏への侵入により、これらに寄生するダニを媒介した生命に関わるウィルスに感染するリスクが高
まっていることから、ダニ媒介感染症の危険性について町民等に対し十分周知するとともに、「御宿町鳥獣被害防止計画」の抜本的な見直しによ
る実効性のある駆除及び感染症対策の実施を求める請願
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規約改正の協議

衆議院議員総選挙及び最高裁判所
裁判官国民審査に係る経費を増額

（議案第１号）

　令和 6 年 10 月 9 日に衆議院が解散し、令和 6
年 10 月 27 日に執行された衆議院議員総選挙及び
最高裁判所裁判官国民審査に係る経費について、執
行準備期間が極めて短く、緊急を要するため、令
和 6 年 10 月 9 日に専決処分されました。

　歳入歳出ともに７１１万８千円を追加し、補正
後の予算総額が４０億１，０９９万６千円となりま
した。

  ≪質疑応答≫ 

水道の広域化に関する住民への周知は

 Q　水道事業が統合・広域化することで、どう
変わるのかを住民に十分に周知するべきだと思う

がどうか。

 A　昨年の６月頃に統合協議会から住民の皆さ
んに広報させていただいた。次は、第２弾として

事務局や各市町村のサービスステーションの場所

などの詳細を示し、広報していきたい。

夷隅郡市広域市町村圏事務組合
規約の改正（議案第３号）　

　夷隅郡市広域市町村圏事務組合に係る費用につい
ては、水道事業の経営に係る費用を除き、組合規約
に規定される一定の割合で負担することとされてい
ますが、特別な事情がある場合は、関係市町の負担
割合を組合議会の議決をもって定めることが出来る
よう組合規約を改正するものです。

※質疑応答は一部を掲載します。

専決処分

千葉県市町村総合事務組合
規約の変更（議案第２号）

　千葉県市町村総合事務組合の組織団体である布施
学校組合が、令和７年３月３１日をもって解散する
ことに伴い、千葉県市町村総合事務組合において共
同処理する事務から布施学校組合を除くため、組合
規約を変更するものです。

御宿町水道事業の廃止に伴う
関係条例の整備（議案第４号）

　令和７年４月１日より開始する夷隅地域水道事業
の統合・広域化に伴い、夷隅郡市広域市町村圏事務
組合の中に水道局を設置し、夷隅地域水道事業が新
事業体として開始することから、御宿町水道事業の
廃止に伴う関係条例の整備に関する条例が制定され
ました。

　主な内容は、令和７年４月１日から３つの関係条
例（御宿町水道事業の設置等に関する条例・御宿町
水道事業企業職員の給与の種類及び基準に関する条
例・御宿町給水条例）を廃止するものです。

条例制定
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※質疑応答は一部を掲載します。

事業維持のための人件費を増額
〈介護保健特別会計〉（議案第７号）

　歳入歳出それぞれ 30 万円を追加し、補正後の予
算総額を 10 億 4,848 万 2 千円とするものです。 

　主な内容は、職員の病気療養に伴い、安定した
事業を維持するため、時間外手当の追加を行うも
のです。

給水ポンプの更新工事等による増額
〈水道事業会計〉（議案第６号）

　収益的支出を１２６万１千円減額し、資本的支
出を１８３万円増額するものです。

　内容は、収益的支出では、１０月に行われた郵
便料金の改定による通信運搬費や検針用ハンディ
ターミナルの賃借による使用料及び賃借料の増額
と企業債利息の減額です。また、資本的支出では、
第１配水池及び第２配水池に設置している給水ポ
ンプの更新工事による増額です。

  ≪質疑応答≫ 

  発がん性が指摘されている PFAS の
　　　　　　　　水質検査の実施は

 Q　都市部で検出されている PFAS の水質検査
は行っているのか。また、検査結果を公表してい

るのか。

 A　御宿町では PFAS、PFOS の水質検査を実施
しており、国が定める１ℓあたり 50 ng 以下の数値

となっている。また、結果については町ホームペー

ジに掲載している。

法律の一部改正に伴う条例改正
（議案第５号）

　子ども・子育て支援法に基づき市町村が条例で定
める特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準について、引用している法律の一
部改正に伴い、条例の一部を改正するものです。
　主な改正内容は、特定教育・保育施設の重要事項
の書面掲示の義務付けを見直し、書面掲示に加え、
インターネットを利用して公衆の閲覧に供しなけれ
ばならないと改正するものです。
　また、技術中立性を明らかにする観点から、媒体
の種類を示さない形の「電磁的記録媒体」に改め、
文言の適正化を図るものです。

  ≪質疑応答≫ 

現在の電磁的記録の方法は

 Q　確実に記録しておくことができるものとあ
るが、現在はどのように行っているのか。

 A　現在は磁気ディスク、CD-ROM を使用して
いる。しかし、最近はスロット自体が少なくなって

きているので、安全性を担保できるような確実な媒

体を今後検討していきたい。

補正予算 条例改正
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各種事業に対する増額
〈一般会計〉（議案第８号）

　歳入歳出ともに 3,172 万 7 千円を追加し、補正
後の予算総額を 40 億 4,272 万 3 千円とするもの
です。

　主な内容は、物価高騰や光熱費の上昇による各
事業経費を追加するほか、障害者自立支援給付事
業や帯状疱疹ワクチン接種費用助成、後期高齢者
健康診査委託料の追加、老朽化に伴う庁舎空調設
備をはじめとした公共施設設備の修繕や道路等の
工事費の追加、2 トンダンプ車の買い替え、また、
布施小学校閉校及び統合に伴う令和 7 年 4 月から
のスクールバス運行業務開始に向けて債務負担行
為の設定など、速やかな事業実施に対応するため
のものです。

  ≪質疑応答≫ 

スクールバス運行業務委託の協議の場は

 Q　スクールバスを借りることで、色々な事業
の可能性があると考えるが、議会との話合いの場

をなぜ持たれなかったのか。

 A　地域公共交通としての対応については、予算
上やスクールバスと町民の皆さんが混乗するのは無

理が生じるという経緯であったため、特に協議など

はしなかった。

林道整備事業の詳細を

Q　林道整備工事 50万円計上しているが、工事
内容、現場の状況等の詳細は。

 A　林道加賀谷線という布施地区にある路線であ
る。現状は、イノシシか何かが堀り、そこから水な

どで洗掘されてしまった状況である。延長が約５ｍ、

幅が約１ｍについての補修である。

一般会計（議案第８号）に対して
付帯決議案※が可決（発議第１号）

発議者　北村  昭彦

賛成者　岩瀬　環樹　  塩入  健次

＜提案理由＞

　議案第８号の令和６年度一般会計補正予算にお
いて、債務負担行為補正としてスクールバス運行
業務委託が追加されており、本業務委託について
は、住民や議会から町民が利用できるバス運行な
ど様々な意見や要望が挙がっていたが、議会には
実施方法の内容について具体的な説明や協議が全
くされていないため、実施にあたっては御宿町議
会との十分な協議を求めるよう付帯決議しました。

発　議

請願者　　吉野 哲朗・吉野 信雪・本多 正樹

紹介議員　石井 芳清・圡井 茂夫・塩入 健次　

請願理由

【全員賛成で可決】

 　人の命に関わるダニ媒介感染症のリスクを町民
及び町を訪れる観光客等に対して十分に周知する
とともに、感染症のリスクを考慮したうえで「御
宿町鳥獣被害防止計画」を抜本的に見直すこと、
計画の PDCA サイクルを確実に実施し、その結果
をホームページ等に公表することなどを求めるも
のです。

請　願
御宿町鳥獣被害防止計画の抜本的な見直
しによる実効性のある駆除及び感染症対
策の実施を求める請願を採択（請願第６号）

【全員賛成で採択】

※付帯決議案とは…
執行上の要望や執行に当たっての希望条件等を議会の意思として示

したもの。
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請願者　　竹内 達哉

紹介議員　圡井 茂夫・石井 芳清・塩入 健次　

請願理由

　本年は６月から気温が高い日が続き、７月に
入ってからは道場が 30 度を超えるときもあり、
今後も温暖化や沸騰化と言われるような異常気象
が続くようであれば、夏季における稽古を制限せ
ざる得ない状況にある。次世代を担う生徒の皆さ
んが、今後も安全に楽しく部活動に取り組めるよ
う、剣道場及び柔道場のエアコンの設置を求める
ものです。

請願者　　米本  清司

紹介議員　塩入 健次・圡井 茂夫　

請願理由

・町道５０１７号線は津波等の災害発生時には避
難経路として位置づけされており、重要な道路
及び踏切と考えます。また、高台である御宿台
地区への最短な避難路として地区住民は認識し
ている。
・この路線は浜地区と御宿台地区を直接繋ぐ唯一
の道路であり、現在でも御宿台地区や浜地区の
一部の住民が往来し生活道路として利用してい
る。
・この道路に隣接した土地所有者が道路廃止によ
り個人の財産である当該土地の不動産としての
評価や、管理に支障をきたす恐れがあるのでは
と危惧する。
　上記の理由により、この踏切は地域住民の安
全と暮らしに極めて重要と考えるので、浜踏切
の存続を強く求めるものです。

御宿中学校の剣道場、柔道場にエアコン
の設置を求める請願を採択（請願第７号）

町道５０１７号線及び浜踏切の存続を
求める請願を採択（請願第８号）発　議

町道５０１７号線及び浜踏切の存続を
求める意見書を提出（発議第２号）

【全員賛成で採択】

【全員賛成で採択】

発議者　塩入  健次
賛成者　土井  茂夫

　請願第８号の請願理由から浜踏切の存続を強く
求めるため、東日本旅客鉄道株式会社に意見書の
提出について審議しました。

【全員賛成で可決】

  採択した３つの請願は町長に送付し、処理
の経過及び結果の報告を求めたところ以下
の回答がありました。

町長からの回答

　３つの請願については、それぞれ地域住民から
寄せられた町に対するご意見ご提言であり、真摯
に受け止めます。

　いただいた請願の内容については、それぞれ重
要な案件であると同時に、行政課題における優先
性や財政への影響、異なる立場の意見との調整な
ど、具体的な結論を得るには、暫くの猶予をいた
だきたいと思います。

　現状把握や課題の整理など、関係部署と協議し、
具体策については、熟慮した上であらためて回答
します。
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町村議会議長全国大会に出席

　

●千葉県芝山町　　　『議員定数検討委員会の検討内容等について』
●宮崎県串間市　　　『議会広報・広聴の取組について』
●群馬県下仁田町　　『議会町政報告会・議会広報発行について』

　

　本町議会では、全国の自治体議会・議員の皆さんの視察を受け入れています。11 月５日に芝
山町議会議員の 11 名、2 月 5 日に串間市議会広報広聴調査特別委員会の 6 名、2 月 12 日に
下仁田町議会議員の 10 名がお越しになりました。
　視察された事業内容の説明後は、質疑等のなかで話題が広がり、貴重な情報交換の場となり
ました。

▲グループごとに様々なアイデア
　が出されていました

　２月７日に大多喜町中央公民館にて夷隅
郡町村議会議長会主催の議員研修会が開催
されました。
　今年度は帖佐 直美氏を講師として招き、

「議会議員とハラスメント」をテーマに講
演いただきました。研修会では、コンプラ
イアンスとハラスメントにおける注意点に

ついて事例を
交えながら、
お 話 し が あ
り、有意義な
講演となりま
した。

令和６年度夷隅郡町村議会議長会主催
　　　議員研修会を開催
「議会議員とハラスメントについて」

「話し合えば 50％解決…。」静岡県焼津市のまちづくり市民集会を視察

　御宿町議会は、第３回『若モノ×議会』まちづくりワークショップを 3 月 20 日（木・祝）に御宿町役場
にて開催します。この取組みは焼津市をモデルにスタートしたものです。

　11 月 13 日に東京都渋谷区の NHK
ホールで開催された「第 68 回町村議会
議長全国大会」に滝口一浩議長が出席
しました。
　石破総理からの祝辞をはじめ、衆参
両院議員の来賓紹介があったほか、「議
会への多様参画及び議会の機能強化」
など国の施策に対する要望 37 件及び決
議・特別決
議が満場一
致で決定さ
れました。

▲石破総理が出席しました▲講演の様子

　
　今までの「行政」の仕組みでは解決が困難な課題が広がってい
る今、市民と行政と議会が互いの強みを発揮してまちづくりを進
める「新しい公共」の姿を焼津市で学ぶことができました。
　「焼津市基本条例」が制定されて 10 周年を記念し、「想像しよう
　夢のある焼津市　～対話から始まるこれからの 10 年～」と題し、
1 月 18 日焼津市文化会館で市民 150 人が参加し「大ワールドカ
フェ」が開催。
　原宏町長と議長など議員 5 名、職員 2 名で視察しました。

県内外からの視察が次々に
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          19日 夷隅郡市広域市町村圏事務組合負担金審議
 特別委員会
20日 第４回定例会（日程第１号）
21日 第４回定例会（日程第２号）
22日 千葉県町村議会議長会定例会／議長・副議
 長自治研修会
25日 総務教育民生委員会委員学校訪問　
26日 国保国吉病院組合出納検査
 例月出納検査
27日 布施学校組合出納検査
 夷隅環境衛生組合出納検査
29日 いすみ鉄道対策協議会臨時総会
 国保国吉病院組合議会定例会

議会議員活動情報 町議会議員の出席した会議や行事などを
紹介します。

（令和６年１１月〜令和７年２月）

１１月
  6日 新町長就任に伴う議会との初会合
10日 御宿町ワークショップ実行委員会（第４回）
 総務教育民生委員会協議会（第１回）
 議会だより編集委員会
11日 御宿町二十歳を祝う会
12日 御宿町消防団出初式
14日 御宿町商工会新年懇親会
17日 議員協議会（第１回）
18日 静岡県焼津市まちづくり市民集会視察
20日 千葉県後期高齢者医療広域連合議会
 （全員協議会）
21日 例月出納検査
 議会だより編集委員会
22日 御宿町議会デジタル化推進委員会（第１回）
 議会運営委員会協議会
27日 国保国吉病院組合出納検査
28日 夷隅環境衛生組合出納検査
30日 千葉県後期高齢者医療広域連合議会定例会

１月

  

          17日 御宿町議会デジタル化推進委員会（第５回）
18日 夷隅環境衛生組合出納検査
19日 夷隅郡市広域市町村圏事務組合例月出納検査
 例月出納検査
20日 議会運営委員会協議会
 議員協議会（第 17回）
23日 御宿町ワークショップ実行委員会（第３回）
24日 国保国吉病院組合出納検査
25日 御宿町消防団歳末夜警

１２月

  

            3日 布施学校組合議会議員協議会
 布施学校組合議会定例会
  5日 議会だより編集委員会
 宮崎県串間市議会議員視察
  7日 夷隅郡町村議会議長会議員研修会
12日 群馬県下仁田町議会議員視察
13日 産業建設委員会（第１回）
 議員協議会（第２回）
14日 町村議会広報クリニック

２月

　　
第１回定例会　開会予定日第１回定例会　開会予定日

　　３　　３月月５５日（水）日（水）
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　「
失
敗
を
恐
れ
ず
に
挑
戦
し
よ
う
。」

が
合
言
葉
の
御
宿
町
議
会
。
私
た
ち

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
号
で
は
、
表
紙
や
特
集
ペ
ー
ジ

の
デ
ザ
イ
ン
を
実
験
的
に
思
い
切
っ

て
変
え
て
み
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
加
え
て
、
も
っ
と
も
っ
と

親
し
み
や
す
く
、
手
に
取
っ
て
も
ら

い
や
す
く
し
た
い
！
と
い
う
想
い
で
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
お
声
を
顔
写
真
入

り
で
紙
面
に
掲
載
す
る
こ
と
に
も
初

挑
戦
し
ま
し
た
。

　
二
つ
返
事
で
快
く
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
応
じ
て
下
さ
っ
た
皆
様
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

紙
面
づ
く
り
を
し
て
い
け
た
ら
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
の
ほ
ど
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

 

議
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集
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委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
北
村
　
昭
彦

編
集
後
記

★町ホームページ（https://www.town.onjuku.chiba.jp/sub5/4/）では、議会情報や過去に発行
された議会だより、会議録等がご覧いただけます。また、議会事務局でも閲覧ができます
ので、ご連絡ください。　　　　　御宿町議会事務局　℡ 0470-68-2515　議会情報はこちらから→

　

◀詳しくは町 HP をご覧ください

▲教育環境を視察（御宿中学校）

総務教育民生委員会主催総務教育民生委員会主催
　　御宿小学校と御宿中学校を訪問　　御宿小学校と御宿中学校を訪問
　11 月 25 日に総務教育民生委員会委員６名
が町内の小中学校を訪問し、施設及び教育活動
の視察を行いました。
　両学校側からは学校運営の概要をはじめ、施
設整備の現況や要望事項の説明がありました。
　各委員から両学校の取組みや現状について
様々な質問が出るなど、意見交換が活発に行わ
れました。

●御宿小学校について（講評）
　小学校の更新問題もあるため、例年指摘のあ
る天井のコンクリートの剥離や雨漏り、トイレ
の状況など、学校施設の安全性や修繕が進まな
い状況について、早急な対応を求めていきたい。
 特に布施小学校閉校に伴い、令和７年度から
布施小学校の児童の受け入れもある中で、安全
安心な学校への受け入れに今後とも尽力してい
ただきたいと感じました。

●御宿中学校について（講評）
　要望として、体育館や柔剣道場等のエア
コンの設置や学校内の雨漏り対応、特別支
援員の増置継続があげられていました。
　また、視察時においてタブレットがネッ
トに繋がらず、音楽室の外に出てアクセス
をするという場面がありました。これは公
平な教育環境維持に欠ける事態であるた
め、さらなる安定した学習環境の維持に努
め、今後とも安全安心な学校運営をお願い
したい。

▲学校運営等の説明を受ける様子（御宿小学校）

見やすく読みまちがえにくい見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを採用しています。ユニバーサルデザインフォントを採用しています。
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